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伊藤ハムでは2000年から 「環境報告書」を発行し、今年で15回目の発行となります。2005年からは社会的
側面の記述を充実させて「社会・環境報告書」として発行し、2008年から「企業の社会的責任」（Corporate
Social Responsibility）に対する弊社の取り組みを皆様にご報告する内容に改めて、タイトルを「CSR報告書」
としました。
本報告書は、ステークホルダーの皆様に当社グループのCSR活動をわかりやすくお伝えすることを目的とし

ており、2013年度のCSR活動の中でも特 に重要性の高い事項を中心に編集しています。今回特集ページを設け
るなど、よりいっそう、わかりやすく、親しみやすい報告書となるよう心がけました。
また、本報告書はホームページのみで開示しており、冊子の発行はしておりません。

■伊藤ハムホームページ http://www.itoham.co.jp

報告対象組織

基本的には伊藤ハムグループの取り組みを報告していますが､一部の報告では伊藤ハム株式会社、もしくは弊社
およびグループの生産工場に限定している場合もあります。

報告対象分野

伊藤ハムグループが取り組みを行う社会的活動および環境保全活動

対象期間

基本的には2013年度（2013年4月1日から2014年3月 31日）の取り組みを報告していますが､一部では2013年
度以前､以降についても報告しています。

参考にしたガイドライン

環境省「環境報告ガイドライン（2012年度版）」
GRI 「サスティナビリティレポー ティング ガイドライン2006」
※「環境」の事業所写真は、原則として伊藤ハム（株）のものを掲載しています。関連会社の事業所を掲載した場合は、注釈に当該社名お
よび事業所名を記載しました。
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伊藤ハムグループは、創業以来「事業を通じて社会に奉仕する」との社是を掲げ、皆様の健康にとって大切
な動物性タンパク質である食肉や食肉加工品をお届けし、食生活の向上に貢献してまいりました。価値ある商
品・サービスの提供を通して、「食べること」の喜びや楽しさを伝えていくことがグループの使命であると認
識し、「食」を担う企業として皆様からいただいている信頼を盤石とするための活動を積極的に推進してまい
ります。
また、「アジアの中で最も信頼される食肉加工メーカーになる」ことを経営ビジョンと定め、伊藤ハムグ

ループ中期経営計画(CNV2015)の達成に向け構造改革と成長戦略に全力で取り組んでまいります。特に、「コ
ンプライアンス体制のさらなる充実」と「人材の育成」については中期経営方針の重要事項の筆頭に掲げ、経
営品質を高めるとともに、地球環境への配慮、社会貢献活動や食育活動などの分野においても、積極的に活動
しております。
2013年10月には、創業の地である神戸市との間で包括連携協定を締結致しました。「自然環境保全」、「食

育」、「防災」、「地域活性化」など幅広い分野で協力を進めてまいります。

伊藤ハムグループでは第三者を含む諮問機関である「ＣＳＲ委員会」と、「コンプライアンス責任者会議」
を頂点とする推進体制に加えて、「コンプライアンス委員制度」や「リーガルリスクマネジメントシステム」
の運用などを通じ、社内の各階層に対して様々な施策・取り組みを実施、コンプライアンス意識の高揚と体制
の強化を継続的に図っております。
「コンプライアンス委員制度」は、明日を担う若手従業員の中からコンプライアンス委員を任命し、担当職

域を定め職場に根付いた活動を推進するものです。本制度は2009年に発足し、その後委員の数を大幅に拡大し
ました。現在の委員数はグループ全体で300名規模となり、職場のコンプライアンスチェックはもとより、コ
ンプライアンス風土の醸成に取り組んでいます。
これらの取り組みを支える中核としてＣＳＲ本部があり、各部門・グループ各社と連携して制度の運営・施

策の実行を進めております。従業員教育を通して伊藤ハムグループ全体のコンプライアンスマインドの浸透と
徹底を図るため、毎年全従業員を対象とした教育プログラムを実施し、その効果をモニターすることもCSR本
部の役割です。また、食品会社として最も重要なことは、おいしい製品を安心してお召し上がりいただくこと
で、品質管理徹底の重要性は言うまでもありません。各生産現場・流通段階における管理、検査、点検の徹底
にグループを挙げて取り組む中、ＣＳＲ本部が主体となる監査、点検も継続的かつ網羅的に行っています。
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伊藤ハムグループは、事業活動を通じての社会との共⽣が⼤切と考え、社会貢献活動を推進しています。全
国の事業所周辺の清掃活動には、毎年のべ2,000⼈以上の従業員が参加するほか、「こうべ森の学校」や「⾼尾
の森づくりの会」の活動への参加を通じて間伐・植樹作業を実施するなど、⾃然環境保護活動も継続して実施
しております。
また、「⾷育活動」は⾷品企業だからこそできる社会貢献活動の⼀つであり、伊藤ハムグループのＣＳＲ活

動の重要な⼀環として考えております。「伝えていきたい⾷べるよろこび」をメインメッセージとして様々な
⾷育活動に取り組んでおります。“⾷とeco”わくわく探検隊ではエコロジークッキングを取り上げ、親⼦で参加
をいただきました。また、ピザ・シチューパイの⼿作り教室を⼯場⾒学とともに実施したほか、ウインナーの
飾り切り教室を全国で開催し、お弁当をもっと楽しくするお⼿伝いをさせていただきました。伊藤ハムブラン
ドに込めたわれわれの想いを知っていただき、「⾷」への理解を深めていただく⼀助になると確信し、今後も
継続して活動を⾏ってまいります。

継続的な環境保全と⾃然との調和・共⽣、地球環境に配慮した事業活動を⾏うことは、伊藤ハムグループが
企業の社会的責任を果たす基本姿勢と位置づけております。省エネルギー・省資源の推進、廃棄物の削減とリ
サイクルの推進、温室効果ガスの排出量削減など、様々な環境負荷低減活動に積極的に取り組むとともに、全
⽣産施設を対象として、中期環境⽬標を定め、達成に向け努⼒を重ねております。
2013年度も⾼効率タイプの冷凍機への更新など施設に関わる取り組み、およびLED照明への切り替え、空調

機を⾼効率タイプに更新するなど設備⾯での取り組みを⾏いました。9⽉に竣⼯した取⼿⼯場ではこうした取り
組みを更にレベルアップさせるべく、環境負荷に配慮した設計を導⼊しております。今後も⽬標達成に向け
て、様々な環境負荷低減活動に積極的に取り組んでまいります。

従業員は会社の⼤切な財産です。⼈材の育成と働きやすい環境づくりは、企業の永続的発展を志向していく
上での要として重要であります。教育制度の充実は⾔うまでもなく、安全衛⽣、健康管理、ワーク・ライフ・
バランス、ダイバーシティの推進などにも重点を置いた独⾃の取り組みを進めております。

伊藤ハムグループが真に社会から信頼され続けるために、多⽅⾯にわたる様々な課題にチャレンジし、全⼒
で邁進いたします。
これらの活動につきましては、今後ともこの「CSR報告書」にて幅広く情報開⽰を⾏ってまいります。伊藤

ハムグループの活動内容とその結果に対するステークホルダーの皆様のご理解と、忌憚のないご意⾒・ご鞭撻
を賜れば幸甚に存じます。

2014年9⽉
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お客様

お客様に「安全」で「安心」な商品をお届けし、健全な生活の基盤となる食べることへの喜びや楽しさ、大切
さをお伝えし、お客様に満足していただけるようなさまざまな取り組みを行います。

株主・投資家様

株主・投資家の皆様に株主還元を実施するとともに、さまざまな機会やホームページ、メディアを通じて、適
時、適切な経営情報を開示し、良好な関係構築を図ります。

社会貢献

良き企業市民として、地球環境への配慮と社会との共生を大切にして、社会貢献活動を持続的に推進します。

従業員

従業員は会社の大切な財産です。その人格や個性を尊重しつつ、自己実現が達成できる仕組みづくりに努め、
何事にもチャレンジする活力ある職場、安全で安心して働ける職場環境の実現を目指します。

環境

環境関連法を遵守するとともに、地域環境の保全と社会の共生に努めます。省エネルギー、省資源、及び廃棄
物の排出削減を図りリサイクルを推進するなど、環境保全活動によって、循環型社会の形成と地球環境負荷低
減に貢献します。

ガバナンス

社会の一員であるという認識を強く持ち、あらゆる法令や社会的規範、社会的良識に基づいて企業活動を行
い、企業としての社会的責任を果たすべく、ガバナンス体制を強化しています。
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安全においしく食べられるよう、生産から
販売そして調理・食事までを想定し、企画
を行います。

お客様のニーズを市場調査
調査結果を基に商品を開発
品質の良い製品を生産する方法を確立
お客様に商品特長が伝わる商品説明文
の作成

国内および世界各国から安全・安心な原材
料が届けられます。

調達先の選定・監査
原材料の安全性の確認

商品の企画から、お客様に商品をお召し上がりいただくまで、それぞれの工程で、「おいしさ」「安全・安
心」にこだわった品質管理を行うことによって、付加価値の高い商品・サービスをお届けしています。
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品質管理のマネジメントシステムを基にお
いしさと安全な品質を追求しています。

商品特性に合わせて実施
HACCPやISO22000を基にした衛⽣管
理
JASを基にした品質管理
商品や⼯場の微⽣物検査
商品のアレルギー物質、添加物、栄養
成分の検査等

商品の保管庫やトラック内部など配送のあ
らゆる段階で品質に配慮しています。

保管庫やトラックについて
商品特性に合わせた温度管理や衛⽣管
理の徹底
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法令を遵守し、重要な情報を分かりやすく
表⽰しています。

ご家庭⽤の主な商品について
原材料名
アレルギー物質
栄養成分
トレーサビリティ

お客様との会話の機会を⼤切にし、より良
い商品づくりを⽬指します。

お客様相談室
投稿レシピをWebで紹介
SNS（Facebook、GREE）
ウインナーの飾り切り教室
⼿作りウインナー教室
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どうやっておいしくしているの︖

塩などの調味料をお⾁に加えて、72
時間以上寝かせることで、⾁本来の旨
みを引き出しているんだよ。

ひき⾁にした原材料を熟成、⾁本来
の旨みがアップ︕

原料を詰めるのは機械でしているの︖

⽺の腸を1本ずつ丁寧に機械にセット
しているよ。⽺の腸は1本約10メート
ルもあるんだよ。

熟成した原材料⾁に調味料、⾹⾟料
を加えて練り、⽺の腸に詰める

いいにおいがしてきたね。

くん煙で、⾹りや⾵味が増すだけでな
く、製品の保存性も⾼めてくれるんだ
よ。

国産⼭桜のチップで燻した後、加熱
し、すぐに冷却
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1⽇にどれくらいの製品ができあがる
の︖

⻄宮⼯場では、1⽇あたりソーセージ
類約30万パック※、ハム類約23万
パックをつくっているよ。
※グランドアルトバイエルン以外のソーセージ
製品も含まれます。

クリーンルームの⾃動化ラインで
カット、パック詰め

完成だね︕︕

まだだよ。安全な製品が完成したこ
とを確認するのも、とても⼤切な作
業なんだ。

製品の温度確認とともに、各種の装
置で異常がないことを確認

HACCPは、⾷品の⽣産⼯程における危害の要因
を分析し、重要な管理ポイントを定め、⼯程の中
で連続的に監視するシステムです。⻄宮⼯場では
このシステムを運⽤して、全製品の安全を確保し
ています。
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環境マネジメントシステムISO14001の仕組みを
回しながら、省エネルギー、省資源、廃棄物の排
出量削減など、環境負荷を低減する取り組みを継
続的に進め、地球にやさしく環境に配慮した⼯場
として運営しています。

⻄宮⼯場は、製造施設、品質管理、製品検査、⽣
産⼯程等の体制が⼗分であると認定された、JAS
認定⼯場です。また、『熟成』に関する規格であ
る特定ＪＡＳの認定も受け⾼品質の製品を⽣産し
ています。

地域社会との共⽣を⽬指して、⼯場周辺の清掃活
動を⾏っています。また「⼿作りウインナー教
室」といった⾷育イベントの開催などを通じて、
地域住⺠とふれあう機会を⼤切にしています。

⾁本来の旨みに加えて
   コク・深みのあらびきへ

ドイツバイエルン州岩塩使⽤（塩分中50%)

良質な原料⾁を伝承の製法で72時間以上熟成し、
⾁本来の旨みを引き出しました。コクをさらに深
くするために、⾹⾟料の種類や配合にも⼯夫して
います。グランドアルトバイエルンならではのコ
クと深みある余韻をお楽しみください。

加⼯⾷品事業本部
⽣産本部 ⻄宮⼯場 ⼯場⻑ 平嶋 裕⼀
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中国のスーパーの店頭および中国で販売されている商品 タイのスーパーの店頭およびタイで販売されている商品

伊藤ハムグループは、国産⽜の履歴を⼀貫してデータベースで管理す
るシステムを導⼊しています。推奨銘柄⽜である「薩摩錦⽜」「秋⽥錦
⽜」をはじめとする国産⽜については、その出⽣から⾷⾁に⾄るまでの
履歴を検索できる「安全・安⼼システム（トレーサビリティシステ
ム）」を導⼊し、運⽤しています。このシステムでは、国内にある当社
グループの⾷⾁加⼯センターで加⼯された国産⽜について、個体識別番
号やロット番号からお客様が履歴を検索することができます。※

国産⽜の仕⼊部⾨である国内⾷⾁本部では、履歴情報を正確なものと
するために、履歴管理に必要な書類を確認した上で、履歴情報を⼊⼒
し、複数回チェックすることで誤りを防⽌しています。

「安全・安⼼システム（トレーサビリティシステム）」について
ホームページ
http://www.itoham.co.jp/farm/anzen/tracea/index.html

※ 推奨銘柄⽜以外の国産⽜⾁については、家畜改良センターのホームページから履歴情報
の検索が可能です。
https://www.id.nlbc.go.jp/top.html

トレーサビリティのホームページ

中国やタイといった海外にも安全な商品を提供しています

「アジアの中で最も信頼される⾷⾁加⼯メーカーになる」というグループの経営ビジョンのもと、中国、タ
イで事業を展開しています。

中国では、⾷⾁および加⼯⾷品に対する需要が急速に拡⼤する中、安全・安⼼な商品の安定供給が⼤きな課
題となっています。このような課題に対応するべく、当社、三菱商事（株）、⽶久（株）の3社は、投資会社
MIY（株）による出資を通じて、中国最⼤の⾷料関連国有企業である中糧集団有限公司（COFCO）が展開す
る、豚・鶏等の家畜⽣産と⾷⾁処理・加⼯・販売、ならびに⾷⾁輸⼊事業に参画しています。

タイにおいては、当社、タイ ベタグロ社、タイ味の素社が2009年、合弁会社（イトウハム・ベタグロ・フー
ズ社）を設⽴し、⾷⾁加⼯品を製造するとともに、⽇本やタイ、その周辺国への販売・輸出事業を展開してい
ます。

今後も、ハム・ソーセージを中⼼として、中国・タイ両国の消費者が求める⾼品質の商品の提供に努め、ア
ジアにおける⾷⽂化のさらなる発展に貢献していきます。

「安全・安全システム」によって、国産⽜の履歴を適正に開⽰
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伊藤ハムグループは、各⽣産事業所においてISO22000（⾷品安全マ
ネジメントシステム）を運⽤することで、⾷品安全に取り組んでいま
す。ISO22000は、品質管理の国際規格であるISO9001をベースとし
て、⼯程管理にHACCP（総合衛⽣管理製造過程）を取り⼊れた⾷品安
全に特化した国際規格です。

伊藤ハムグループでは、2005年12⽉にグループ会社であるサン
キョーミート（株）有明ミート⼯場が、⾷⾁業界で初となるISO22000
を認証取得しました。以降、IHミートパッカー（株）、IHミートソ
リューション（株）、（株）藤栄、沖縄フレッシュパック（株）が認証
を取得し、2008年までに⾷⾁事業本部の全⽣産事業所が認証取得を完
了しました。

さらに、ハム・ソーセージの⽣産⼯場では、グループ会社である筑紫
ファクトリー（株）北九州⼯場が2009年にISO22000の認証を取得し
ました。

ISO22000適合証明証

ISO22000の運⽤により、⾷品安全を推進

「表⽰・デザイン会議」の開催などを通じて、法令にのっとった分かりやすい表⽰を追求

⾷品表⽰は、お客様にとって⾮常に重要な情報です。伊藤ハムグループでは、⽣産・販売している各⾷品に
ついて、関係法規を遵守し、かつ、お客様にできるだけ分かりやすく表⽰するように取り組んでいます。

近年、特に法的義務のある表⽰基準が複雑化していることを鑑み、社内の⾷品表⽰基準を整備・運⽤してき
ました。

例えばCSR本部品質保証部は、⽣産部⾨、調達部⾨、マーケティング部⾨、営業部⾨、商品開発部⾨など関
連部⾨とともに、定期的に「表⽰・デザイン会議」を開催し、法令遵守はもちろん、お客様の視点に配慮した
社内表⽰基準を策定し、全社規程として運⽤しています。加えて、伊藤ハムグループ全体と協⼒⼯場に向け、
表⽰に関する研修や勉強会を開催し、従業員の知識向上を図ってきました。

2014年は、2013年に公布された⾷品表⽰法の具体的な内容について、内閣府で協議が⾏われており、徐々
に全容が明らかにされています。「アレルギー表⽰」や「固有記号制度」など⼤きく内容の変更が想定されま
すので、CSR本部品質保証部では、消費者庁より新表⽰基準が発表され次第、速やかに対応できるよう情報収
集に努め、体制を整えています。

安全・安⼼な商品をお届けするために、監査・点検を実施しています

CSR本部品質保証部では、お客様に安全・安⼼な商品を提供するために、伊藤ハムグループの各施設が適正
に運⽤されているかなどについて、定期的、臨時的な監査・点検を実施しています。

特に、ハム・ソーセージなどの⾷⾁製品の主⼒⽣産⼯場については、監査員が常駐し、厚⽣労働省承認の
HACCP（総合衛⽣管理製造過程）の基準で、適正に運⽤⽣産されているかなどについて、各⼯場の品質管理部
⾨と連携して監査・点検を実施しています。

また、伊藤ハムグループの各営業所・物流・販売店舗の監査、および社外協⼒⼯場についても、新規取引開
始時の⼯場審査、取引開始後の定期監査などを実施し、各商品の品質・安全性を確認、検証しています。
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伊藤ハムグループお客様相談室では、フリーダイ
ヤル、ホームページ、お⼿紙などを通じて、お客様
からお問い合わせ・ご意⾒をいただいています。
2013年度には、主として「⾷べ⽅・調理⽅法」、
「保存⽅法」、「キャンペーン内容」について、総
数約12,100件のお問い合わせ・ご意⾒をいただきま
した。

特にお問い合わせについては、電話で内容を詳し
く伺い、誠意ある対応を迅速に⾏うことを⼼がけて
います。また、ご指摘いただいた内容は関係部署と
情報を共有し、問題点の抽出・改善に努めていま
す。

お客様の声伝達経路

「もっとおいしくコミュニティ」を通じてお客様により喜んでいただける商品づくり

「もっとおいしくコミュニティ」は、伊藤ハムが企画・運営するモニター組織です。「お客様の視点からの
⾃由な発想によるご意⾒」によって弊社商品をより良いものにすることを⽬的として、2004年11⽉からスター
トしました。登録メンバーは、30代〜50代前半のご⾃⾝が調理を⾏う主婦層が中⼼です。登録メンバーの皆様
からのご紹介によって、少しずつメンバー数を拡⼤しており、2014年6⽉現在、502名の⽅が登録されていま
す（現在新規の募集はございません。）。

メンバーの皆様にはグループインタビューやアンケート調査に参加いただき、商品に対するご意⾒や⽣活意
識について伺うことで、弊社商品の開発や改良、マーケティング施策のヒントにさせていただいています。
2013年度には、「旨包ハンバーグ」の味覚およびパッケージに対するご意⾒を伺い、パッケージの改良や新商
品企画の参考とした事例をはじめ、合計7回のグループインタビューを開催しました。併せて、Web上で年4回
のアンケートを実施しました。

お客様とダイレクトにコミュニケーションできるという意味でも「もっとおいしくコミュニティ」は⼤切な
役割を担っており、継続的な運⽤によってお客様との絆を深めていきたいと考えています。

お客様相談室へのお問い合わせに対して、誠意ある対応を迅速に⾏っています
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伊藤ハムは、ギフト商品を中⼼にお客様から広くご⽀持いただいてい
ますが、⾷⾁加⼯品の価格競争が激化するなど、市場環境は年々厳しさ
を増しています。お客様に店頭で第⼀に想起していただくためには、伊
藤ハムという企業をより⾝近に感じていただき、共感を⽣むコミュニ
ケーションを図る必要があります。

そこで、より多くのお客様に伊藤ハムのファンになっていただき、ブ
ランド価値の向上を図る⽬的で、2011年からFacebookとGREEに公式
サイトを開設しました。哀愁漂う⾯持ちがかわいいSNSキャラクター
「ハム係⻑」を通じて、お客様と親密なコミュニケーションを図り、現
在は両サイトで合わせて約12万⼈のファンに共感いただいています。

両サイトともに、今後も新商品やキャンペーンなどの企業情報に加え
て、時節にあったレシピの紹介やハム係⻑のキャラクター特性を⽣かし
たコメントも交えるなど、お客様⼀⼈ひとりの⼼に寄り添う真摯な対応
と温かいコミュニケーションを⼼がけていきます。

お客様の共感を育むコミュニケーションを展開し、ブランド価値を向上
〜ソーシャルネットワーキングサービス（SNS）の活⽤〜

ソーシャルメディア展開の概要

ソーシャルメディアマーケティング施策の⽬的
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ソーシャルメディアに取り組むまでの経緯

2011年

3⽉ GREEに公式サイトを開設

4⽉ facebookに公式サイトを開設
GREEの「友だち」数が6万⼈を突破

6⽉ NHK「あさイチ」に出演

7⽉ facebookの「いいね︕」数が1万⼈を突破

8⽉ twitterを使ったアルトバイエルンキャンペーンを実施

2012年

1⽉ ハム係⻑の部下キャラクター「アサノフレミ」がfacebookに公式サイトを開設
NHK「さきドリ↗」に出演

5⽉ 初のレシピ本『ハム係⻑のとっておきレシピ』を発刊

9⽉ facebookの「いいね︕」数が3万⼈を突破

2013年

4⽉ facebookの「いいね︕」数が5万⼈を突破

7⽉ NHK「クローズアップ現代」に出演

9⽉ 映画「鷹の⽖GO〜美しきエリエール消臭プラス〜」に出演
フジテレビ系列「とくダネ︕」に出演

11⽉ NHK「会社の星」に出演

2014年

3⽉ facebookの「いいね︕」数が7万⼈を突破
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ウインナーを使って、「ウサ
ギ」や「ひまわり」などを作る飾
り切りを楽しんでいただきます。
お⼦様から⼤⼈の⽅まで、⾷べる
喜びや⼤切さを知っていただきた
いという思いから、全国各地で活
動を続けています。

かわいい飾り切りを習うこと
ができ、⼦どものお弁当作り
が楽しみになりました。

毎年、⻄宮⼯場にて「⼿作りウ
インナー教室」を開催していま
す。親⼦で仲良くウインナーを
作って試⾷し、⼯場でウインナー
の製造⼯程を⾒学していただくな
ど、ご家族で「⾷」の体験を楽し
んでいただいています。

伊藤ハムの⼯場や製品のこ
とがよく分かりました。これ
からも安⼼して、伊藤ハム製
品を⾷べることができます。

豚⾁のカッティングの実演と、
親⼦で料理にチャレンジすること
を通じて、命をいただくことの⼤
切さや⾷べる楽しさ、お⾁の効⽤
や⾷事バランスなど、「⾷」につ
いて学んでいただきます。

⼦どもの真剣な表情が印象的
でした。⾷べ物に興味を持た
せることができ、参加して良
かったと思います。

お⾁を切るのが初めてで、で
きてうれしかったです。

クリスマスにあわせ、神⼾⼯場
では地域住⺠のご家族が参加する
「ピザ⼯場を学ぼう」を開催しま
した。ピザは⽣地から作成し、お
好みのトッピングでオリジナルピ
ザを作りました。また、余った⽣
地でクリスマスリース作成と⾷育
の勉強をし、ご家族で「⾷」の体
験をしていただいています。

初めて、いちからピザ作りを
体験しました。おいしいピザ
⽣地にするには、500回ほど
たたき、こねることを知って
驚きました。

⼦どもたちの「⾷」に対する興味・関⼼を⾼めるとともに、地域社会とのコミュニケーション
を深めることを⽬的に、「ウインナーの飾り切り教室」や「ピザ⼯場を学ぼう」をはじめ、数々
の⾷育イベントを⾏っています。2013年度に参加した皆様からは次のようなご感想をいただき
ました。
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エコロジークッキングの説明 エコロジークッキングに挑戦

“⾷とeco”わくわく探検隊

⾷べ物と環境のかかわり、⾃然環境と⽣命の⼤切さを伝えることを⽬的に実施しています。地球にやさしい
炊事や、⾃然観察を⾏います。

タンザニアの⼦どもたちを栄養不良から守るユニセフの活動を継続的に⽀援

伊藤ハムは、タンザニアの⼦どもたちを栄養不良から守るためのユニセフの活動をサポートする「タンザニ
ア⽀援プロジェクト」を2008年から継続して実施しています。このプロジェクトは、当社対象商品の売り上げ
の⼀部を寄付することで、ユニセフがタンザニアで展開する栄養⽀援プログラムを援助するものです。

お客様のプロジェクトへのご賛同に加えて、グループ会社を含めた250カ所の事業所から従業員募⾦を集
め、2013年度には1,102万6,800円をユニセフへ寄付し、2008年度から2013年度までの寄付総額は、9,605
万5,019円となりました。これらは全額、ユニセフがタンザニア連合共和国ザンジバル島とペンバ島で展開する
「タンザニア栄養⽀援プログラム」に充てられています。具体的には医療スタッフの育成、栄養補助⾷品の提
供に活⽤され、プログラムの成果拡⼤に貢献しています。
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森の⼿⼊れ作業の様⼦

「こうべ森の学校」に活動資⾦を提供し、従業員ボランティアが参加

神⼾市は、2002年に緑化100周年を迎えた六甲⼭系において、これからの100年の森林保全と育成を⽬指し
た「六甲⼭これからの百年の森づくり」を進めています。その⼀環として、六甲⼭系の再度⼭（ふたたびさ
ん）を拠点に、市⺠・⾏政・企業が協働して森林保全活動を⾏う「こうべ森の学校」を、伊藤ハムは⽀援して
います。

「こうべ森の学校」では、市⺠が植樹や間伐をはじめとする森林の⼿⼊れを⾏うほか、間伐材など森の恵み
を利⽤したログハウスづくり、⽊⼯品の制作などの活動も展開しています。伊藤ハムは、⾃然環境保護活動の
⼀環として活動資⾦を提供し、従業員ボランティアを派遣しています。また、参加者には毎回当社製品をプレ
ゼントしています。

2013年10⽉8⽇、伊藤ハムは神⼾市と包括連携協定を結び、「こうべ森の学校」を引き続き10年間⽀援する
ことを約束しました。当社は「こうべ森の学校」をこれからも継続して⽀援し、森林保護活動を積極的に実施
します。皆様もぜひ活動にご参加ください。

「こうべ森の学校」
・活動⽇︓ 定例活動⽇は奇数⽉の第⼆⼟曜⽇、偶数⽉の第三⽇曜⽇

ウィークデー森の⼿⼊れは毎週⽕・⽊・⼟
ウィークデー⽊⼯教室は毎⽉第⼆⽕曜⽇

・活動時間︓いずれも10:30〜15:00
・連絡先︓ 神⼾市建設局 公園砂防部 森林整備事務所 
・電話番号︓078-371-5937
・こうべ森の学校のWebサイト︓http://kobe-mori.jp/morigaku_hp/

もしくは「こうべ森の学校」で検索︕

「こうべ森の学校」

-　25　-



社会貢献推進期間

毎年9⽉〜10⽉を『伊藤ハム社会貢献推進期間』と定め、従業員の意識向上と積極的な社会参加を⽬的とし
た活動を各地区で実施しています。

社会貢献表彰制度

顕著な社会貢献活動を継続して実施している従業員を表彰する制度を設けています。

ボランティア休暇制度

ボランティア活動に参加する場合、取得できる「ボランティア休暇制度」を設けています。

ボランティア体験イベント

ボランティア意識向上と、社会貢献活動への参加を促すために、「ボランティア体験イベント」を開催して
います。

従業員ボランティアによるイベントを開催

従業員ボランティアが運営する社会貢献イベントを各地で開催しています。
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教育制度の体系

教育プログラム
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ジョブチャレンジ制度の導⼊などで、⼈材の活躍の場を拡⼤

中⻑期的な視点に⽴ち、従業員⾃⾝が⽬標やキャリアビジョンを⽴てて上司と⾯談するキャリア⾯談や、同
⼀部署での⻑期滞留による弊害を排除すべくジョブローテーションを実施しています。また、やる気のある⼈
材の活⽤を促進するために、「社内フリーエージェント※1」「社内公募※2」などのジョブチャレンジ制度を導
⼊・強化し、⼈材の活躍の場を広げています。

2013年度には、「社内フリーエージェント」に4名の応募があり、また「社内公募」については4案件に対し
て10名の応募がありました。

※1 基準となる資格をクリアした社員が、異動を希望する部⾨へ⾃分のキャリアを売込む制度
※2 新規事業や⽋員補充などの⼈員配置のための募集を社内で募集する制度

新⼊社員・若⼿社員を重点的に育成する、メンター制度

伊藤ハムは、新⼊社員・若⼿社員の能⼒を迅速に向上させ、早期かつ着実に即戦⼒へと育成するために､メン
ター制度を2012年から導⼊しています。この制度は、新⼊社員１名に対して１名以上のメンターを任命し、メ
ンターは育成のプロデューサーとなって、新⼊社員を計画的・重点的・継続的に育成・指導するものです。

2014年度には、かつてメンター制度によって育てられた従業員が育てる側（メンター）に任命されるケース
も増え、この制度による⼈材育成のサイクルが本格的に回り始めた段階だといえます｡今後もこのような制度の
運⽤によって、伊藤ハムグループの継続的な発展に寄与するような、⼈材育成の揺るぎない基盤を築いていき
ます。
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安全衛⽣教育

新⼊社員の⼊社時集合研修では、安全に仕事をするための基本を⾝に
つけるために、「安全衛⽣の基本」の講義を⾏っています。

また、⽣産⼯場などでは、作業⼿順教育や労働災害同種災害防⽌教育
など、安全衛⽣教育を繰り返し実施し、不安全⾏動の撲滅、従業員の安
全衛⽣意識向上に努めています。

「安全衛⽣の基本」の講義

労働安全衛⽣⽅針

伊藤ハムグループは、すべての⼈が安全に安⼼して働ける職場環境を実現するため、労働安全衛⽣管理に取
り組んでいます。

労働安全衛⽣⽅針

企業倫理規範に基づき、労働安全衛⽣の関係法令、社内規程・ルールを遵守し、従業員の安全と健康を確
保します。

1.

労働安全衛⽣⽅針を周知し、従業員の協⼒の下、⾃主的な労働安全衛⽣活動の促進とＰＤＣＡによる連続
的・継続的な職場の労働安全衛⽣管理の⽔準の向上に努めます。

2.

リスクアセスメントにより職場に存在する危険有害要因の把握・評価を⾏い、リスクレベルに基づいたリ
スクの除去低減策を講じて、労働災害と健康障害の未然防⽌に努めます。

3.

従業員が労働安全衛⽣の⾼い意識を有して、労働安全衛⽣を優先した作業が⾏えるように、繰返し労働安
全衛⽣教育を⾏い、不安全⾏動やミスの撲滅に努めます。

4.

伊藤ハムグループの⼼の健康づくり計画に基づき、メンタルヘルス不調者への対応とともに職場のコミュ
ニケーションの活性化による⼼の健康づくりに努めます。

5.

構内協⼒会社との連携、情報交換を充分に⾏い、構内協⼒会社と⼀体となった総合的な労働安全衛⽣管理
の構築に努めます。

6.

安全衛⽣監査

「労働安全衛⽣関係法令、社内ルールの遵守徹底」と、「労働災害や職業性疾病の発⽣防⽌」を⽬的とし
て、ＣＳＲ本部が年度の安全衛⽣監査計画に基づき、主要事業場の監査を実施し、遵法の指導と危険要因の改
善に取り組んでいます。

-　31　-



メンタルヘルス

伊藤ハムグループ「⼼の健康づくり計画」に基づき、グループ内の推
進体制の構築や「医療法⼈あけぼの会メンタルヘルスセンター」との提
携によるＥＡＰ(従業員とその家族を対象とした従業員⽀援プログラム)
の導⼊を進めています。

また、不調者への対応だけでなく、職場のコミュニケーションの活性
化や⽣産性の向上にも取り組んでいます。

メンタルヘルスのポスター

健康情報

お客様に信頼していただける仕事をするために⼼⾝の健康は必要不可⽋なものです。
伊藤ハム健康保険組合では、⼈間ドック、がん検診の受診費⽤補助や禁煙サポート、ウォーキングイベント

などの疾病予防や体育奨励事業を推進するとともに、広報誌「きらり」やホームページを活⽤して、従業員と
その家族に向けて健康情報を発信しています。

-　32　-



-　33　-



-　34　-



-　35　-



-　36　-



コンプライアンスカード

従業員のCSRやコンプライアンスに対する意識・関⼼を⾼め、⾏動に
結びつけるために、コンプライアンス講習会、管理職研修、新⼊社員研
修、階層別研修や部⾨研修、部課⻑会議、所⻑会議や店⻑会議など、さ
まざまな場⾯でコンプライアンスについての教育を⾏っています。
2013年度は6⽉から10⽉にかけて、職場におけるコンプライアンス

の⼟台となる「信頼」をテーマに、コミュニケーションの⼤切さや、相
⼿を尊重すること、お互いの考え⽅・感じ⽅の違いに気付き、⾏動に移
してもらう講習をグループ全従業員対象に実施しました。
また、2014年1⽉〜3⽉には、管理職を対象とした「パワハラ防⽌講

習」を開催しました。これらを含め、2013年度中にコンプライアンス
教育をのべ336回⾏い、のべ9,319⼈が受講しました。2014年度は、職
場⾵⼟の改善を⽬的として「チームワーク」に関する教育を実施する予
定です。

コンプライアンス勉強会

コンプライアンスに関するルールを明確化し、規程を整備しています

コンプライアンスに関するルールを明確化し、従業員への周知を図るために、「コンプライアンス推進規
程」をはじめとする規程を整備しています。

コンプライアンス
推進規程

コンプライアンスの実践やコンプライアンス推進体制などについて定めています。

社内通報規程 社内相談窓⼝の対応⼿順や通報・相談者の保護などについて定めています。

内部者取引
管理規程

証券取引および関連法規に違反する内部者取引を未然に防⽌するために、役職員の職
務に関して取得した未公表の内部情報（重要事実と同義）の管理、役職員の株式等の
売買その他の取引および役職員の職務に際して遵守すべき基本的事項を定めていま
す。

個⼈情報取扱規程 個⼈情報の取得、保管、利⽤、廃棄のプロセスを定めています。

パワハラ防⽌規程 2013年9⽉策定。パワハラの定義、してはいけないパワハラ⾏為を規程化していま
す。全従業員への周知のため、別途ガイドラインを作成し配布しています。

従業員のコンプライアンスに関する相談に、４つの窓⼝で対応

従業員が違法⾏為、社内ルール違反や社会的良識からの逸脱に気づいた場合の対応として、まず上司に報告
することを基本としています。
しかし、それが難しく、従業員がコンプライアンスに関することで困ったとき、悩んだときの相談先とし

て、コンプライアンス推進室の「社内相談窓⼝」など4つの窓⼝を設置し、相談に対応しています。相談の内容
によっては、CSR本部が独⽴して対応にあたる場合もあります。
また、社外の⽅からのお申し出については、ホームページとお客様相談室（フリーダイヤ

ル︓0120-011186）で承っています。

コンプライアンス教育をのべ336回実施し、のべ9,319⼈が受講
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社内イントラネット（コンプライアンス
ページ）

社内報「躍動」

コンプライアンスハンドブック パワハラ防⽌ガイドライン ポスター

イントラネット、社内報を使ってコンプライアンスに関する情報を共有

伊藤ハムグループでは、従業員にコンプライアンス・マインドを浸透させ、⽇常業務の中で実践につなげる
ために、コンプライアンスの周知・啓発活動を展開しています。
このような活動の効果を⾼めるために、社内イントラネットや社内報を使ってコンプライアンスに関する情

報を開⽰しています。

「コンプライアンスデー」を定め、周知・啓発活動を展開

従業員のコンプライアンス・マインドのさらなる浸透と定着を図るために、毎年9⽉1⽇を「コンプライアン
スデー」と定め、コンプライアンス意識調査の実施やポスターの掲⽰を⾏っています。
2013年度も、コンプライアンス意識調査やポスターの掲⽰を⾏ったほか、「コンプライアンスハンドブッ

ク」や「パワハラ防⽌ガイドライン」の配布も実施しました。また、物流部⾨においては、9⽉1⽇以前の1週
間を「コンプライアンスプレウィーク」として設定し、各従業員による「コンプライアンス宣⾔」の寄せ書き
を作成しました。
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コンプライアンス・マインドの浸透状況を把握
し、推進活動に役⽴てるとともに、従業員にその結
果を報告し、各職場での実践につなげるために、グ
ループ全従業員を対象とした「コンプライアンス意
識調査」を年1回、実施しています。この調査の結果
は、毎回、社内イントラネットに掲⽰しているほ
か、各職場で上司から部下へフィードバックしてい
ます。
2013年度は9⽉に、問題点を具体的に抽出できる

ような設問に変更して調査を⾏い、正社員の
88.7％、準社員の67.7％から回答を得ました。この
調査結果から「コンプライアンス委員活動の活性
化」と「担当する職域の上司の⽀援」が関係してい
ることが分かり、2014年度のコンプライアンス教育
に「チームワーク」をテーマとした講習を取り⼊れ
るなど、意識調査の結果を活動⽅針・計画に反映し
ました。

第12回コンプライアンス意識調査結果（正社員対
象）【抜粋】

⽬ 的︓コンプライアンスの浸透状況を把握し、今後の活動にい
かすため。

期 間︓2013年9⽉1⽇〜2013年9⽉24⽇
対象者︓伊藤ハムグループに所属する役員、執⾏役員、社員合計

4,233名

「コンプライアンス意識調査」の結果を活動⽅針・計画に反映
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伊藤ハムグループのISO22000認証取得事業所

サイト名 認証機関 登録年⽉

サンキョーミート（株） ⽇本海事検定キューエイ（NKKKQA） 2005年12⽉

IHミートパッカー
（株）

宮城ミートセンター ⽇本海事検定キューエイ（NKKKQA） 2006年3⽉

東京ミートセンター ⽇本海事検定キューエイ（NKKKQA） 2007年2⽉

⼗和⽥ミートセンター ⽇本海事検定キューエイ（NKKKQA） 2008年1⽉

名古屋ミートセンター ⽇本海事検定キューエイ（NKKKQA） 2008年3⽉

IHミートソリュー
ション（株）

川崎パックセンター ⽇本海事検定キューエイ（NKKKQA） 2007年12⽉

神⼾パックセンター ⽇本海事検定キューエイ（NKKKQA） 2008年3⽉

札幌パックセンター ⽇本海事検定キューエイ（NKKKQA） 2008年12⽉

九州パックセンター ⽇本海事検定キューエイ（NKKKQA） 2008年12⽉

仙台パックセンター ⽇本海事検定キューエイ（NKKKQA） 2012年3⽉

沖縄フレッシュパック（株） ⽇本海事検定キューエイ（NKKKQA） 2008年11⽉

（株）藤栄 ⽇本海事検定キューエイ（NKKKQA） 2008年12⽉

筑紫ファクトリー（株）北九州⼯場 BSIマネジメントシステム・ジャパン 2009年3⽉

※サンキョーミート(株)では、本社および有明ミート⼯場で認証取得し、その後、適⽤サイトに霧島ミート⼯場を追加、拡⼤審査認証を進
めました。

伊藤ハムグループのISO9001認証取得事業所

サイト名 認証機関 登録年⽉

サンキョーミート（株） ⽇本海事検定キューエイ（NKKKQA） 1999年12⽉

※サンキョーミート(株)では、本社および有明ミート⼯場で認証取得し、その後、適⽤サイトに霧島ミート⼯場を追加、拡⼤審査認証を進
めました。
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2. 廃棄物の削減とリサイクルの推進 3. 温室効果ガスの排出削減

4. グリーン購⼊の推進

1. 省エネルギー、省資源の推進

〈⾃⼰評価〉

2013年度の実績が
⽬標値の100%以上
に改善。

2013年度の実績が基準年度（2012
年度）⽐でほぼ横ばい。継続して取
り組みを進めます。

2013年度の実績が基準年
度（2012年度）を下回り
ました。
継続して、より⼀層取り
組みを進めます。
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対象範囲１、２、３
■伊藤ハム㈱神⼾、六甲、⻄宮、豊橋、東京、取⼿各⼯場 ■伊藤ハムデイリー㈱東北、⼩樽、北陸各⼯場 ■伊藤ハムウエスト㈱九州⼯
場 ■浅草ハム㈱関東⼯場 ■ハーベーデリカテッセン㈱四⽇市⼯場 ■筑紫ファクトリー㈱北九州⼯場 ■ロイヤルデリカ㈱本社⼯場、
岡⼭⼯場 ■㈱菊⽔本社⼯場、サッポロファクトリー ■サンキョーミート㈱有明ミート⼯場、霧島ミート⼯場 ■ＩＨミートパッカー㈱
名古屋、東京、宮城、⼗和⽥各ミートセンター ■ＩＨミートソリューション㈱九州、神⼾、川崎、仙台、札幌各パックセンター ■沖縄
フレッシュパック㈱ 
対象範囲４
■伊藤ハム㈱本社事務所、東京事務所、神⼾、六甲、⻄宮、豊橋、東京、取⼿各⼯場 ■伊藤ハムデイリー㈱東北、⼩樽、北陸各⼯場 ■
伊藤ハムウエスト㈱九州⼯場 ■浅草ハム㈱関東⼯場 ■ハーベーデリカテッセン㈱四⽇市⼯場 ■筑紫ファクトリー㈱北九州⼯場 
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事業所内で実施する内部環境監査はもちろん、環境汚染や環境事故を
防⽌し、環境保全活動のさらなるレベルアップを図るために、ＣＳＲ本
部監査室が、年度の計画に基づいて主要事業所の監査を実施していま
す。
2013年度は、合計82事業所の監査を実施しました。
また、事業所ごとにも環境監査を実施しています。
環境関連法や、環境保全協定などで定められた規制値を守るととも

に、指摘事項には迅速に対処し是正を図ることで、法令の遵守を徹底し
ています。 CSR本部監査室による環境監査

活動のさらなるレベルアップを図るために環境監査を実施するとともに法令遵守を⾏っています

ISO14001認証取得

環境マネジメントシステムを効果的に運⽤し、継続的な改善を実施するために、環境に関する国際規格であ
るISO14001を認証取得しています。

グリーン購⼊

「グリーン購⼊基本⽅針」と「グリーン購⼊ガイドライン」を制定し、環境に配慮した物品の優先的な購⼊
に取り組んでいます。
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汚⽔や重油、薬品の漏洩など、環境汚染を引き起こすような突発的な
事故を想定し、その影響の拡散を防ぎ、汚染を最⼩限にするとともに、
早期に修復するために、環境マネジメントシステムの緊急時の処置⼿順
に沿って、定期的に訓練を実施しています。
万⼀事故が発⽣したときには、社内間の連絡と必要に応じて⾏政機関

や地域住⺠への連絡を円滑に⾏うように規程を定め運⽤しています。

薬品の漏洩対応訓練（伊藤ハムウエスト㈱
九州⼯場）

環境管理に関するお問い合わせに迅速かつ誠実な対応を⼼がけるとともに、
環境事故には迅速に対応しています

環境管理に関するお問い合わせに対して、その都度、迅速かつ誠実な対応を⼼がけています。
対応策実施後はその効果を確認し、お問い合わせをいただいた⽅に報告し、ご了解をいただいています。

2013年度は次のようなお問い合わせをいただきました。

お問い合わせ内容と対応策の事例（2013年度）

内 容 対応策

騒⾳
⼯場からモーター⾳のような騒⾳が聞こえる。

吸気ファンのベルト付近から騒⾳が発⽣していることが判明。
応急措置としてベルト部へオイルを差し、後⽇ベルトを交換し
ました。

⼯場からモーター⾳のような騒⾳が聞こえる。 クーリングタワーのモーター部分から発⽣していることが判
明。モーター部分に防⾳壁を設置しました。

臭気

⼯場の浄化槽付近から異臭がする。
異臭の発⽣源を特定することはできませんでした。浄化槽は、
法定検査を受けており、適正運転していることを説明しまし
た。

⼯場の廃⽔処理設備から異臭がする。
廃⽔処理設備において、設備への送気量の調整に不具合があ
り、臭気が漏れていました。送気量を適正量に調整し、臭気の
漏洩はなくなりました。

排⽔
⼯場から放流されている⽔が、いつもより汚れて
いる。排⽔の汚濁度を測定しているのか教えてほ
しい。

定期的に排⽔の汚濁度を測定していることを説明しました。ま
た、ご指摘いただいた⽇時に配管の洗浄を⾏い、配管洗浄箇所
が放流⼝に近い場所であったことから、操作ミス等の原因で⼀
時的に排⽔が汚れた可能性があることを説明しました。

また、2013年度は２件の環境事故が発⽣しましたが、迅速に対応し敷地外への漏洩はありませんでした。

環境事故の内容と対応策（2013年度）

内 容 対応策

排⽔の
あふれ

原因を調べたところ、排⽔前処理室に異物（ポリ
容器蓋）が流れてしまい、配管で詰まったことが
原因で、前処理室に排⽔がたまり、あふれたこと
がわかりました。（敷地外へ排⽔の漏洩はありま
せん。）

異物（ポリ容器蓋）を取り除き、排⽔は流れるようになり、排
⽔のあふれは解消しました。

重油の
漏洩

地下に埋設している重油送油配管の腐⾷により、
配管溶接部から重油が漏れ、配管が敷設してある
Ｕ字溝内にたまっていました。このような状態で
融雪装置を運転したことにより、融雪⽔がＵ字溝
内に流れ込んで満⽔となり、⽔の表⾯に浮いた重
油がにじみ出ていました。

応急措置として、融雪装置の使⽤を停⽌し、消雪配管周囲およ
び⾬⽔排⽔溝内に給油マットを設置しました。また、既設の重
油送油配管を掘り起こし撤去するとともに、⽬視で点検できる
よう、地上に配管を新設しました。

緊急時の対応策
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「新⼊社員の環境教育」、「環境マネジメントシ
ステム教育」、「⼯場における⼀般教育・専⾨教
育」、「営業部⾨におけるエコドライブ教育」、
「社外の環境教育・セミナーの受講」などの教育を
実施するとともに、職場に「環境情報掲⽰板」を設
置するなど、従業員の環境保全意識の向上に努めて
います。

営業部⾨におけるエコドライブ教育

ビーチクリーンアップ活動
野⽣動物がえさと間違えてプラスチックごみやタ

バコのフィルターなどを誤⾷しないことを願って、
事業所周辺や海岸のクリーンアップ活動を実施して
います。甲⼦園浜（兵庫県⻄宮市）では、海を漂
い、海⿃や⿂類への悪影響が懸念されるレジンペ
レット※の回収を実施しました。

※プラスチック製品の中間材料。事業場からの漏れ出し、船から
の荷こぼれ、不法投棄などで河川や湖沼、海洋に流出すると、
⻑い年⽉にわたり分解されず、環境問題になっている。また漂
流物を⿃や⿂が誤⾷することで、⽣体に何らかの影響が⽣じる
可能性が懸念されている。

ビーチクリーンアップ活動（甲⼦園浜）

森林保護活動
「こうべ森の学校」、「⾼尾の森づくりの会」に参
加し、間伐作業や植樹などの森林保護活動を⾏って
います。

課外授業「こうべ森の学校」

従業員教育を実施して環境保全意識の向上を図りました

「環境ボランティア体験学習」を通して⽣物多様性への取り組みを推進しています
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ミートワゴン洗浄機（⻄宮⼯場）

冷却⽔、蒸気ドレン⽔の再利⽤、ミートワゴン洗浄機を導⼊し⽤⽔使⽤量を削減しています

冷却⽔を再利⽤しました。
蒸気ドレン⽔を回収して、ボイラー⽤⽔に再利⽤しました。
ミートワゴン洗浄機を導⼊しました。

廃棄物の発⽣抑制、減容を推進するとともに、リサイクル率を⾼めています

原料⾁の包装で使⽤されていたポリシートを廃棄する際に、⽔切りを実施しました。
排⽔に流していた脂分の除去に努め、廃⽔処理設備の負荷を低減し、汚泥を削減しました。
廃ポリシートをマテリアルリサイクルしました。

⽣産事業所対象範囲
■伊藤ハム㈱神⼾、六甲、⻄宮、豊橋、東京、取⼿各⼯場 ■伊藤ハムデイリー㈱東北、⼩樽、北陸各⼯場 ■伊藤ハムウエスト㈱九州⼯
場 ■浅草ハム㈱関東⼯場 ■ハーベーデリカテッセン㈱四⽇市⼯場 ■筑紫ファクトリー㈱北九州⼯場 ■ロイヤルデリカ㈱本社⼯場、
岡⼭⼯場 ■㈱菊⽔本社⼯場、サッポロファクトリー ■サンキョーミート㈱有明ミート、霧島ミート各⼯場 ■ＩＨミートパッカー㈱名
古屋、東京、宮城、⼗和⽥各ミートセンター ■ＩＨミートソリューション㈱九州、神⼾、川崎、仙台、札幌各パックセンター ■沖縄フ
レッシュパック㈱ ■㈱藤栄
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クールビズ、ウォームビズを実施、輸送効率の向上などにより、
電⼒・燃料使⽤量の削減に努めています

クールビズ、ウォームビズを実施、夏場は室温が28℃、冬場は20℃
となるように空調機の温度設定を調整し、節電に取り組みました。
ＬＥＤ照明への切り替えを進めました。
積み合わせ輸送・混送便の利⽤、輸送量に応じた適正⾞種の選択、
輸送ルートの⾒直しなどで、輸送効率を向上させました。
保有⾞両の低公害⾞（低燃費、低排出ガス⾃動⾞、アイドリングス
トップ機能搭載⾞、ハイブリッド⾞など）への転換、台数の低減に
努めました。
⾞両へのエコドライブステッカーの貼り付け、「エコドライブ推進
⽉間」である11⽉にポスターを掲⽰するなどにより、従業員の意識
を啓発し、エコドライブを促進しました。

クールビズポスター

「エコドライブ推進⽉間」ポスター

事務所・営業所・物流センターの取り組み 

事務所・営業所・物流センター対象範囲
■伊藤ハム㈱本社事務所、東京事務所、名古屋事務所、中央研究所
■伊藤ハムデイリー（株）営業部各営業所 ■伊藤ハムウエスト（株）営業部各営業所 ■伊藤ハム販売㈱各営業所 ■伊藤ハムミート販
売東（株）各営業所 ■伊藤ハムミート販売⻄（株）各営業所 ■アイエイチロジスティクスサービス㈱各営業所および各センター
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サンキョーミート（株）有明ミート⼯場
が、エネルギー管理優良⼯場として「九
州経済産業局⻑賞」受賞

2014年2⽉、サンキョーミート（株）の有
明ミート⼯場は、省エネの推進に貢献したエ
ネルギー管理優良⼯場として「九州経済産業
局⻑賞」を受賞し、表彰されました。

同賞は、九州経済産業局、省エネルギーセ
ンター九州⽀部、九州地⽅電⼒利⽤効率化協
議会が、エネルギー管理の改善に努め、エネ
ルギー利⽤技術の向上を通じて省エネに寄与
した⼯場等を表彰するものです。

有明ミート⼯場は、省エネを⽬指して「屋
根散⽔」、「⾼効率照明器具の交換」、「蒸
気配管の系統分け」などに取り組んでおり、
これらによってエネルギー使⽤量を年々削減
しています。このような取り組みと成果が今
回の受賞へとつながりました

サンキョーミート（株） 有明ミート⼯場

「九州経済産業局⻑賞」

環境活動は、従業員⼀⼈ひとりの意識・⾏動が重要であり、
⽇頃の積み重ねが最終的に結果として現れます。会社と従業員
が知恵を出し合い、些細なことでも前向きに取り組む姿勢が、
地球環境保護へつながると思います。今回の受賞を励みに、よ
り積極的に環境・エコ活動を推進するとともに、⾃然エネル
ギー（⽔・⾵⼒・太陽光）も活⽤しながら、⾃然と共存共栄で
きる会社を⽬指していきます。

サンキョーミート株式会社
代表取締役社⻑

楠本 幸⼆
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環境保全対策にともなう経済効果 (単位︓千円)

環境保全効果

効果の内容 環境パフォーマンス指標（単位） 前期 当期 原単位調整効果

事業活動に投⼊する資源に関する環境保全効果

総エネルギー投⼊量 (GJ) 2,283,767 2,300,240 45,189

電⼒エネルギー投⼊量 (GJ) 1,357,710 1,335,862 58,506

その他燃料投⼊量 (GJ) 926,057 964,378 ▲ 13,317

⽤⽔の投⼊量 (千m3) 3,958 4,045 20

事業活動から排出する環境負荷および廃棄物に
関する環境保全効果

温室効果ガス排出量 (t-CO2) 129,396 116,425 16,464

廃棄物総排出量 (t) 20,731 21,430 ▲ 139

総排⽔量 (千m3) 3,155 3,022 218

BOD排出量 (t) 54 82 ▲ 26

SOx排出量 (t) 9 12 ▲ 2

＊指標の値 原単位調整効果︓⽣産原単位を加味した削減効果
 【前期投⼊量（排出量）×（当期⽣産量／前期⽣産量）－当期投⼊量（排出量）】
 当期⽣産量／前期⽣産量＝1.027
＊エネルギー投⼊量は、購⼊電⼒、燃料を熱量換算した値（ＧＪ）

効果の内容 総⾦額 原単位調整⾦額

 収益 廃棄物の有価売却による収益 89,346 91,759

 費⽤削減

省エネルギーによるエネルギー費の削減（電⼒・燃料） ▲ 448,389 ▲ 353,823

⽤⽔に係る費⽤の削減 ▲ 4,107 7,097

廃棄物処理費の削減 6,391 13,008

＊指標の値  収益︓当期収益
費⽤削減︓前期に対する費⽤削減額【前期費⽤－当期費⽤】
原単位調整⾦額︓⽣産原単位を加味した収益【当期収益－（当期⽣産量／前期⽣産量）】
費⽤削減・⽣産原単位を加味した費⽤削減額【前期費⽤×（当期⽣産量／前期⽣産量）－当期費⽤】
当期⽣産量／前期⽣産量＝1.027

集計⽅法、集計期間、集計範囲

１．集計⽅法
① 投資額および減価償却費は、100％環境⽬的のもののほか、環境改善機能を有する⽣産設備については按分

集計しています。
② 環境保全効果については原単位調整効果、経済効果については、効果の総⾦額と原単位調整⾦額の両⽅で集

計しました。
③ 公表フォーマットは「環境会計ガイドライン（2005年版）」を参考にしました。

２．集計期間
2013年4⽉1⽇〜2014年3⽉31⽇

３．集計範囲
伊藤ハム㈱（神⼾、六甲、⻄宮、豊橋、東京、取⼿各⼯場）
伊藤ハムデイリー㈱（東北、⼩樽、北陸各⼯場）
伊藤ハムウエスト㈱九州⼯場
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ISO14001認証取得事業所

サイト名 認証機関 登録年⽉

伊藤ハム（株）

⻄宮⼯場 ⽇本環境認証機構（JACO） 2000年2⽉

東京⼯場 ⽇本環境認証機構（JACO） 2000年9⽉

豊橋⼯場 ⽇本環境認証機構（JACO） 2000年11⽉

六甲⼯場 ⽇本環境認証機構（JACO） 2001年10⽉

伊藤ハムデイリー（株）

東北⼯場 ⽇本環境認証機構（JACO） 2004年5⽉

⼩樽⼯場 ⽇本環境認証機構（JACO） 2006年4⽉

北陸⼯場 ⽇本環境認証機構（JACO） 2006年8⽉

伊藤ハムウエスト（株） 九州⼯場 ⽇本環境認証機構（JACO） 2002年2⽉

サンキョーミート（株） ⽇本海事検定キューエイ（NKKKQA） 2002年3⽉

IHミートパッカー（株） ⽇本海事検定キューエイ（NKKKQA） 2010年3⽉

IHミートソリューション（株） ⽇本海事検定キューエイ（NKKKQA） 2010年3⽉

沖縄フレッシュパック（株） ⽇本海事検定キューエイ（NKKKQA） 2010年2⽉

（株）藤栄 ⽇本海事検定キューエイ（NKKKQA） 2010年2⽉

アイエイチロジスティクス
サービス（株）

仙台センター インターテック・サーティフィケーション 2014年2⽉

※サンキョーミート(株)では、本社および有明ミート⼯場で認証取得し、その後、適⽤サイトに霧島ミート⼯場を追加、拡⼤審査認証を進
めました。
※アイエイチロジスティクスサービス(株)仙台センターは、2004年3⽉に認証を取得しましたが、認証機関を変更したため登録年⽉は
2014年2⽉となります。

ISO22000認証取得事業所

サイト名 認証機関 登録年⽉

サンキョーミート（株） ⽇本海事検定キューエイ（NKKKQA） 2005年12⽉

IHミートパッカー（株）

宮城ミートセンター ⽇本海事検定キューエイ（NKKKQA） 2006年3⽉

東京ミートセンター ⽇本海事検定キューエイ（NKKKQA） 2007年2⽉

⼗和⽥ミートセンター ⽇本海事検定キューエイ（NKKKQA） 2008年1⽉

名古屋ミートセンター ⽇本海事検定キューエイ（NKKKQA） 2008年3⽉

IHミートソリューション
（株）

川崎パックセンター ⽇本海事検定キューエイ（NKKKQA） 2007年12⽉

神⼾パックセンター ⽇本海事検定キューエイ（NKKKQA） 2008年3⽉

札幌パックセンター ⽇本海事検定キューエイ（NKKKQA） 2008年12⽉

九州パックセンター ⽇本海事検定キューエイ（NKKKQA） 2008年12⽉

仙台パックセンター ⽇本海事検定キューエイ（NKKKQA） 2012年3⽉

沖縄フレッシュパック（株） ⽇本海事検定キューエイ（NKKKQA） 2008年11⽉

（株）藤栄 ⽇本海事検定キューエイ（NKKKQA） 2008年12⽉

筑紫ファクトリー（株）北九州⼯場 BSIマネジメントシステム・ジャパン 2009年3⽉

※サンキョーミート(株)では、本社および有明ミート⼯場で認証取得し、その後、適⽤サイトに霧島ミート⼯場を追加、拡⼤審査認証を進
めました。
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ISO9001認証取得事業所

サイト名 認証機関 登録年⽉

サンキョーミート（株） ⽇本海事検定キューエイ（NKKKQA） 1999年12⽉

※サンキョーミート(株)では、本社および有明ミート⼯場で認証取得し、その後、適⽤サイトに霧島ミート⼯場を追加、拡⼤審査認証を進
めました。

エネルギー等使⽤量の推移

 
合計

2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度

電⼒ 総量（千kWｈ） 230,856 234,336 219,980 216,337 222,180

燃料 ※1 総量（ｋｌ） 32,554 35,197 33,043 32,079 32,909

総エネルギー ※2 総量（ＧＪ） 3,506,074 3,586,493 3,392,940 3,332,102 3,424,827

⽤⽔ 総量（千ｍ３） 5,798 5,757 5,661 5,582 5,684

 
伊藤ハム

2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度

電⼒ 総量（千kWｈ） 138,417 141,582 110,024 107,730 103,368

燃料 ※1 総量（ｋｌ） 19,220 19,941 16,101 15,894 16,208

総エネルギー ※2 総量（ＧＪ） 2,117,437 2,187,661 1,635,605 1,600,300 1,590,873

⽤⽔ 総量（千ｍ３） 3,530 3,441 2,868 2,743 2,761

 
関連会社

2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度

電⼒ 総量（千kWｈ） 92,439 92,754 109,956 108,607 118,812

燃料 ※1 総量（ｋｌ） 13,334 15,256 16,942 16,185 16,701

総エネルギー ※2 総量（ＧＪ） 1,388,637 1,398,832 1,757,335 1,731,802 1,833,954

⽤⽔ 総量（千ｍ３） 2,268 2,316 2,793 2,839 2,923

※1︓原油換算  ※2︓総エネルギー︓熱量換算（購⼊電⼒＋燃料＋購⼊蒸気）

対象範囲
■伊藤ハム(株)神⼾、六甲、⻄宮、豊橋、東京、取⼿、船橋各⼯場（ただし船橋⼯場は2009〜2011年度）、本社事務所、東京事務所、名
古屋事務所、中央研究所 ■伊藤ハムデイリー(株)東北、⼩樽、北陸各⼯場、営業部⾨ ■伊藤ハムウエスト(株)九州⼯場、営業部⾨ ■
浅草ハム(株)関東⼯場 ■ハーベーデリカテッセン(株)四⽇市⼯場 ■筑紫ファクトリー(株)北九州⼯場 ■ロイヤルデリカ(株)本社⼯
場、岡⼭⼯場 ■(株)菊⽔本社⼯場、サッポロファクトリー ■サンキョーミート(株)有明ミート、霧島ミート⼯場、ファーム部（ただし
ファーム部は2009年度のみ） ■ＩＨミートパッカー(株)関⻄、名古屋、東京、宮城、⼗和⽥各ミートセンター（ただし関⻄ミートセン
ターは2009〜2012年度） ■ＩＨミートソリューション(株)九州、神⼾、茨城、川崎、仙台、⻘森、札幌各パックセンター（ただし茨
城、⻘森各パックセンターは2009〜2011年度） ■沖縄フレッシュパック(株) ■(株)藤栄 ■(株)⼤⿓（2009年度のみ） ■伊藤ハム
販売(株) ■伊藤ハムフードソリューション(株) ■伊藤ハムミート販売東(株) ■伊藤ハムミート販売⻄(株) ■アイエイチロジスティ
クスサービス(株)
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ハム・ソーセージ類、調理加⼯⾷品⽣産⼯場のエネルギー等使⽤量の推移

 
合計

2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度

電⼒
総量（千kWｈ） 160,651 162,727 151,503 148,093 145,719

⽣産原単位（kWｈ/ｔ） 1,217 1,213 1,157 1,153 1,105

燃料 ※1
総量（ｋｌ） 23,509 24,347 24,802 24,790 25,814

⽣産原単位（ｌ/ｔ） 178 182 189 193 196

総エネルギー ※2
総量（ＧＪ） 2,500,989 2,566,852 2,412,887 2,355,457 2,373,494

⽣産原単位（ＧＪ/ｔ） 19 19 18 18 18

⽤⽔
総量（千ｍ３） 4,339 4,269 4,184 4,063 4,151

⽣産原単位（ｍ３/ｔ） 33 32 32 32 32

 
伊藤ハム

2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度

電⼒
総量（千kWｈ） 131,226 134,356 103,026 101,627 99,780

⽣産原単位（kWｈ/ｔ） 1,233 1,226 1,113 1,127 1,090

燃料 ※1
総量（ｋｌ） 18,768 19,521 16,303 15,805 16,126

⽣産原単位（ｌ/ｔ） 176 178 176 175 176

総エネルギー ※2
総量（ＧＪ） 2,030,590 2,101,708 1,589,603 1,555,416 1,552,156

⽣産原単位（ＧＪ/ｔ） 19 19 18 17 17

⽤⽔
総量（千ｍ３） 3,515 3,424 2,850 2,727 2,745

⽣産原単位（ｍ３/ｔ） 33 31 31 30 30

 
関連会社

2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度

電⼒
総量（千kWｈ） 29,425 28,371 48,477 46,466 45,939

⽣産原単位（kWｈ/ｔ） 1,149 1,154 1,262 1,215 1,141

燃料 ※1
総量（ｋｌ） 4,741 4,827 8,499 8,985 9,058

⽣産原単位（ｌ/ｔ） 185 196 221 235 241

総エネルギー ※2
総量（ＧＪ） 470,399 465,143 823,284 800,041 821,338

⽣産原単位（ＧＪ/ｔ） 18 17 21 21 20

⽤⽔
総量（千ｍ３） 824 845 1,334 1,336 1,406

⽣産原単位（ｍ３/ｔ） 32 34 35 35 35

※1︓原油換算  ※2︓総エネルギー︓熱量換算（購⼊電⼒＋燃料＋購⼊蒸気）

対象範囲
■伊藤ハム(株)神⼾、六甲、⻄宮、豊橋、東京、取⼿、船橋各⼯場（ただし船橋⼯場は2009〜2011年度） ■伊藤ハムデイリー(株)東
北、⼩樽、北陸各⼯場 ■伊藤ハムウエスト(株)九州⼯場 ■浅草ハム(株)関東⼯場 ■ハーベーデリカテッセン(株)四⽇市⼯場 ■筑紫
ファクトリー(株)北九州⼯場 ■(株)⼤⿓（2009年度のみ）
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⼆酸化炭素（CO2）の排出量の推移

 
合計

2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度

排出量（t-CO2） 203,002 207,223 195,095 189,699 191,639

 
伊藤ハム

2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度

排出量（t-CO2） 118,760 122,508 93,507 88,739 79,001

 
関連会社

2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度

排出量（t-CO2） 84,242 84,715 101,587 100,960 112,638

対象範囲
■伊藤ハム(株)神⼾、六甲、⻄宮、豊橋、東京、取⼿、船橋各⼯場（ただし船橋⼯場は2009〜2011年度）、本社事務所、東京事務所、名
古屋事務所、中央研究所 ■伊藤ハムデイリー(株)東北、⼩樽、北陸各⼯場、営業部⾨ ■伊藤ハムウエスト(株)九州⼯場、営業部⾨ ■
浅草ハム(株)関東⼯場 ■ハーベーデリカテッセン(株)四⽇市⼯場 ■筑紫ファクトリー(株)北九州⼯場 ■ロイヤルデリカ(株)本社⼯
場、岡⼭⼯場 ■(株)菊⽔本社⼯場、サッポロファクトリー ■サンキョーミート(株)有明ミート、霧島ミート⼯場、ファーム部（ただし
ファーム部は2009年度のみ） ■ＩＨミートパッカー(株)関⻄、名古屋、東京、宮城、⼗和⽥各ミートセンター（ただし関⻄ミートセン
ターは2009〜2012年度） ■ＩＨミートソリューション(株)九州、神⼾、茨城、川崎、仙台、⻘森、札幌各パックセンター（ただし茨
城、⻘森各パックセンターは2009〜2011年度） ■沖縄フレッシュパック(株) ■(株)藤栄 ■(株)⼤⿓（2009年度のみ） ■伊藤ハム
販売(株) ■伊藤ハムフードソリューション(株) ■伊藤ハムミート販売東(株) ■伊藤ハムミート販売⻄(株) ■アイエイチロジスティ
クスサービス(株)

ハム・ソーセージ類、調理加⼯⾷品⽣産⼯場の⼆酸化炭素（CO2）排出量の推移

 
合計

2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度

排出量（t-CO2） 142,208 145,950 136,898 133,683 127,821

⽣産原単位（kg-CO2/t） 1,077 1,088 1,045 1,041 970

 
伊藤ハム

2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度

排出量（t-CO2） 113,465 117,472 88,700 86,719 77,262

⽣産原単位（kg-CO2/t） 1,067 1,072 958 962 844

 
関連会社

2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度

排出量（t-CO2） 28,743 28,478 48,198 46,964 50,559

⽣産原単位（kg-CO2/t） 1,122 1,158 1,255 1,228 1,255

対象範囲
■伊藤ハム(株)神⼾、六甲、⻄宮、豊橋、東京、取⼿、船橋各⼯場（ただし船橋⼯場は2009〜2011年度） ■伊藤ハムデイリー(株)東
北、⼩樽、北陸各⼯場 ■伊藤ハムウエスト(株)九州⼯場 ■浅草ハム(株)関東⼯場 ■ハーベーデリカテッセン(株)四⽇市⼯場 ■筑紫
ファクトリー(株)北九州⼯場 ■(株)⼤⿓（2009年度のみ）
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フロンガス（HCFC-22）排出量の推移

  2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度

HCFC-22（kg） 3,911 3,695 5,133 4,966 3,087

対象範囲
■伊藤ハム(株)神⼾、六甲、⻄宮、豊橋、東京、取⼿、船橋各⼯場（ただし船橋⼯場は2009〜2011年度） ■伊藤ハムデイリー(株)東
北、⼩樽、北陸各⼯場 ■伊藤ハムウエスト(株)九州⼯場 ■浅草ハム(株)関東⼯場 ■ハーベーデリカテッセン(株)四⽇市⼯場 ■筑紫
ファクトリー(株)北九州⼯場 ■(株)⼤⿓（2009年度のみ）

グリーン購⼊の推移

対象品⽬
グリーン購⼊の割合（％）

2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度

事務⽤品   
       
 
（⾦額ベース）

⽂具類 筆記具、ファイル等 96.4 96.8 97.5 97.8 95.7

紙類
コピー⽤紙、コン
ピューター⽤紙など

99.2 99.6 97.5 87.1 69.8

合計 98.5 98.9 97.5 90.3 75.1

事務機器   
       
 
（数量ベース）

ＯＡ機器
類

パソコン、コピー
機、ファクシミリな
ど

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

オフィス
家具類

事務⽤机、椅⼦、
ＯＡテーブルなど

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

合計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

その他
照明器具
類

ランプ、蛍光灯器具
など

78.8 88.4 84.2 81.4 88.2

対象範囲
■伊藤ハム(株)神⼾、六甲、⻄宮、豊橋、東京、取⼿、船橋各⼯場（ただし船橋⼯場は2009〜2011年度） ■伊藤ハムデイリー(株)東
北、⼩樽、北陸各⼯場 ■伊藤ハムウエスト(株)九州⼯場 ■浅草ハム(株)関東⼯場 ■ハーベーデリカテッセン(株)四⽇市⼯場 ■筑紫
ファクトリー(株)北九州⼯場 ■(株)⼤⿓（2009年度のみ）
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〒658-0033
兵庫県神⼾市東灘区向洋
町⻄6-20-1

エネルギー使⽤量と⼆酸化炭素（CO2）排出量（⽣産原単位）

 
2009
年度

2010
年度

2011
年度

2012
年度

2013
年度

電⼒（kWh/t） 1,241 1,286 1,223 1,189 1,275

燃料（l/t） 167 178 230 225 216

総エネルギー（GJ/t） 18 19 21 20 21

⽤⽔（m³/t） 16 16 17 17 17

CO2（kg-CO2/t） 1,008 1,054 1,119 1,091 1,064

廃棄物の排出量とリサイクル率

 
2008
年度

2009
年度

2010
年度

2011
年度

2013
年度

排出量（t） 609 718 1017 880 1,019

リサイクル率（%) 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

排⽔⽔質関係測定データ

 規制値 ⾃主基準値
実測値

最⼤値 最⼩値 平均値

pH 5.8〜8.6 5.8〜8.6 7.8 7.1 7.3

BOD（mg/l） 2,000 2,000 1700.0 24.0 476.0

SS（mg/l） 2,000 2,000 1100.0 39.0 344.0

神⼾⼯場
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⼤気関係測定データ

 
ボイラー

台数
規制値 ⾃主基準値

実測値

最⼤値 平均値

NOx（ppm） ６基 150 150 56 34

ばいじん（g/Nm³） ６基 0.1 0.1 0.002 0.002

〒658-0033
兵庫県神⼾市東灘区向洋
町⻄5-7

エネルギー使⽤量と⼆酸化炭素（CO2）排出量（⽣産原単位）

 
2009
年度

2010
年度

2011
年度

2012
年度

2013
年度

電⼒（kWh/t） 1,763 1,628 1,492 1,689 1,268

燃料（l/t） 181 166 159 192 178

総エネルギー（GJ/t） 24 22 21 24 19

⽤⽔（m³/t） 33 30 30 33 31

CO2（kg-CO2/t） 1,326 1,221 1,132 1,305 988

廃棄物の排出量とリサイクル率

 
2009
年度

2010
年度

2011
年度

2012
年度

2013
年度

排出量（t） 852 858 868 719 663

リサイクル率（%) 100.0 100.0 99.1 99.8 100.0

排⽔⽔質関係測定データ

 規制値 ⾃主基準値
実測値

最⼤値 最⼩値 平均値

pH 5.8〜8.6 5.8〜8.6 8.0 7.0 7.5

BOD（mg/l） 2,000 180 7.0 1.0 2.8

SS（mg/l） 2,000 90 4.0 1.0 2.5

⼤気関係測定データ

 
ボイラー

台数
規制値 ⾃主基準値

実測値

最⼤値 平均値

NOx（ppm） ４基 150 40 22 20

ばいじん（g/Nm³） ４基 0.1 0.02 0.002 0.002

六甲⼯場
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〒663-8586
兵庫県⻄宮市⾼畑町4-27

エネルギー使⽤量と⼆酸化炭素（CO2）排出量（⽣産原単位）

 
2009
年度

2010
年度

2011
年度

2012
年度

2013
年度

電⼒（kWh/t） 794 803 802 869 988

燃料（l/t） 171 169 164 168 174

総エネルギー（GJ/t） 14 14 14 15 15

⽤⽔（m³/t） 26 25 23 24 25

CO2（kg-CO2/t） 796 769 759 805 786

※ 電⼒は購⼊電⼒のみ、燃料はコージェネシステム発電⽤を含む全燃料を計上しました。

廃棄物の排出量とリサイクル率

 
2009
年度

2010
年度

2011
年度

2012
年度

2013
年度

排出量（t） 4,460 2,992 2,313 2,016 2,600

リサイクル率（%) 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

排⽔⽔質関係測定データ

 規制値 ⾃主基準値
実測値

最⼤値 最⼩値 平均値

pH 5.8〜8.6 6.0〜8.5 8.1 7.5 7.7

BOD（mg/l） 300 200 69.0 4.1 23.5

SS（mg/l） 750 400 99.0 6.5 33.0

⼤気関係測定データ

 
ボイラー

台数
規制値 ⾃主基準値

実測値

最⼤値 平均値

NOx（ppm）
Ａ（７基） 60 45 21 21

Ｂ（２基） 150 120 19 19

ばいじん（g/Nm³）
Ａ（７基） 0.05 0.02 0.003 0.003

Ｂ（２基） 0.05 0.02 0.004 0.004

⻄宮⼯場
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〒441-8686
愛知県豊橋市藤並町藤並
73

エネルギー使⽤量と⼆酸化炭素（CO2）排出量（⽣産原単位）

 
2009
年度

2010
年度

2011
年度

2012
年度

2013
年度

電⼒（kWh/t） 1,418 1,401 1,414 1,327 1,231

燃料（l/t） 175 172 175 167 162

総エネルギー（GJ/t） 21 20 21 19 18

⽤⽔（m³/t） 49 46 51 48 44

CO2（kg-CO2/t） 1,252 1,237 1,250 1,181 1,065

廃棄物の排出量とリサイクル率

 
2009
年度

2010
年度

2011
年度

2012
年度

2013
年度

排出量（t） 2,675 2,869 3,190 3,023 2,841

リサイクル率（%) 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

排⽔⽔質関係測定データ

 規制値 ⾃主基準値
実測値

最⼤値 最⼩値 平均値

pH 5.8〜8.6 6.5〜8.5 8.0 7.5 7.8

BOD（mg/l） 20 15 13.0 2.1 4.4

SS（mg/l） 20 15 9.0 3.0 5.3

⼤気関係測定データ

 
ボイラー

台数
規制値 ⾃主基準値

実測値

最⼤値 平均値

SOx（Nm³/h） ７基 2.2 1.0 0.100 0.053

NOx（ppm） ７基 - 180 93 70

ばいじん（g/Nm³） ７基 - 0.1 0.002 0.002

〒277-8586
千葉県柏市根⼾1-3

エネルギー使⽤量と⼆酸化炭素（CO2）排出量（⽣産原単位）

 
2009
年度

2010
年度

2011
年度

2012
年度

2013
年度

電⼒（kWh/t） 1,064 1,030 1,017 1,059 1,043

燃料（l/t） 180 169 173 171 178

総エネルギー（GJ/t） 17 16 17 17 17

⽤⽔（m³/t） 35 31 32 31 32

CO2（kg-CO2/t） 936 895 896 915 719

豊橋⼯場

東京⼯場
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廃棄物の排出量とリサイクル率

 
2009
年度

2010
年度

2011
年度

2012
年度

2013
年度

排出量（t） 5,286 5,931 6,097 5,974 6,045

リサイクル率（%) 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

排⽔⽔質関係測定データ

 規制値 ⾃主基準値
実測値

最⼤値 最⼩値 平均値

pH 5.8〜8.6 5.8〜8.6 7.8 7.3 7.6

BOD（mg/l） 10 9 2.3 1.0 1.5

SS（mg/l） 20 18 4.7 1.0 2.3

⼤気関係測定データ

 
ボイラー

台数
規制値 ⾃主基準値

実測値

最⼤値 平均値

NOx（ppm） 18基 150 120 55 33

ばいじん（g/Nm³） 18基 0.1 0.08 0.001 0.001

〒302-8586
茨城県取⼿市下⾼井1593

エネルギー使⽤量と⼆酸化炭素（CO2）排出量（⽣産原単位）

 
2009
年度

2010
年度

2011
年度

2012
年度

2013
年度

電⼒（kWh/t） - - - - 1,130

燃料（l/t） - - - - 108

総エネルギー（GJ/t） - - - - 15

⽤⽔（m³/t） - - - - 13

CO2（kg-CO2/t） - - - - 797

廃棄物の排出量とリサイクル率

 
2009
年度

2010
年度

2011
年度

2012
年度

2013
年度

排出量（t） - - - - 90

リサイクル率（%) - - - - 100.0

排⽔⽔質関係測定データ

 規制値 ⾃主基準値
実測値

最⼤値 最⼩値 平均値

pH 5.1〜8.9 5.1〜8.9 6.6 6.4 6.5

BOD（mg/l） 600 600 600.0 360 446.7

SS（mg/l） 600 600 95.0 12.0 63.0

取⼿⼯場
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〒987-2195
宮城県栗原市⾼清⽔来光
沢20

エネルギー使⽤量と⼆酸化炭素（CO2）排出量（⽣産原単位）

 
2009
年度

2010
年度

2011
年度

2012
年度

2013
年度

電⼒（kWh/t） 1,048 1,045 1,024 914 926

燃料（l/t） 203 205 220 224 229

総エネルギー（GJ/t） 18 18 18 17 18

⽤⽔（m³/t） 36 36 35 36 37

CO2（kg-CO2/t） 1,116 1,118 1,141 1,090 1,147

廃棄物の排出量とリサイクル率

 
2009
年度

2010
年度

2011
年度

2012
年度

2013
年度

排出量（t） 3,489 4,247 4,247 3,842 3,819

リサイクル率（%) 99.9 100.0 100.0 99.9 99.9

排⽔⽔質関係測定データ

 規制値 ⾃主基準値
実測値

最⼤値 最⼩値 平均値

pH 5.8〜8.6 5.8〜8.6 8.2 7.8 8.0

BOD（mg/l） 160 120 8.1 2.4 5.0

SS（mg/l） 200 100 6.0 1.0 3.6

⼤気関係測定データ

 
ボイラー

台数
規制値 ⾃主基準値

実測値

最⼤値 平均値

SOx（Nm³/h）
A（５基） 0.98 0.5 0.050 0.043

B（１基） 8.31 0.5 0.140 0.125

NOx（ppm）
A（５基） 180 150 99 81

B（１基） 180 150 89 71

ばいじん（g/Nm³）
A（５基） 0.3 0.1 0.009 0.006

B（１基） 0.3 0.1 0.021 0.015

伊藤ハムデイリー株式会社 東北⼯場
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〒061-3271
北海道⼩樽市銭函5-61-3

エネルギー使⽤量と⼆酸化炭素（CO2）排出量（⽣産原単位）

 
2009
年度

2010
年度

2011
年度

2012
年度

2013
年度

電⼒（kWh/t） 1,370 1,303 1,187 1,163 927

燃料（l/t） 174 176 169 167 177

総エネルギー（GJ/t） 20 20 18 18 16

⽤⽔（m³/t） 25 25 21 21 22

CO2（kg-CO2/t） 1,224 1,193 1,112 1,093 1,111

廃棄物の排出量とリサイクル率

 
2009
年度

2010
年度

2011
年度

2012
年度

2013
年度

排出量（t） 288 296 328 327 275

リサイクル率（%) 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

排⽔⽔質関係測定データ

 規制値 ⾃主基準値
実測値

最⼤値 最⼩値 平均値

pH 5.7〜8.7 6.5〜8.5 7.8 7.5 7.6

BOD（mg/l） 300 150 230.0 25.0 88.8

SS（mg/l） 300 150 220.0 43.0 92.9

⼤気関係測定データ

 ボイラー台数 規制値 ⾃主基準値
実測値

最⼤値 平均値

SOx（Nm³/h） ３基 0.63 0.5 0.170 0.118

NOx（ppm） ３基 180 150 101 93

ばいじん（g/Nm³） ３基 0.3 0.1 0.010 0.010

〒932-0131
富⼭県⼩⽮部市名畑5068

エネルギー使⽤量と⼆酸化炭素（CO2）排出量（⽣産原単位）

 
2009
年度

2010
年度

2011
年度

2012
年度

2013
年度

電⼒（kWh/t） 1,093 1,192 1,078 1,032 1,004

燃料（l/t） 164 186 185 173 164

総エネルギー（GJ/t） 17 19 18 17 16

⽤⽔（m³/t） 34 38 36 36 32

CO2（kg-CO2/t） 1,045 1,157 1,091 1,035 1,104

伊藤ハムデイリー株式会社 ⼩樽⼯場

伊藤ハムデイリー株式会社 北陸⼯場
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廃棄物の排出量とリサイクル率

 
2009
年度

2010
年度

2011
年度

2012
年度

2013
年度

排出量（t） 252 209 295 351 354

リサイクル率（%) 77.4 98.1 98.6 98.6 99.3

排⽔⽔質関係測定データ

 規制値 ⾃主基準値
実測値

最⼤値 最⼩値 平均値

pH 6.0〜8.0 6.0〜8.0 7.5 7.0 7.3

BOD（mg/l） 50 10 9.2 1.0 2.6

SS（mg/l） 60 30 13.0 1.0 3.2

⼤気関係測定データ

 ボイラー台数 規制値 ⾃主基準値
実測値

最⼤値 平均値

SOx（Nm³/h） ３基 2.1 0.1 0.020 0.017

NOx（ppm） ３基 - 150 89 72

ばいじん（g/Nm³） ３基 0.2 0.1 0.010 0.010

〒841-0202
佐賀県三養基郡基⼭町⻑
野９７０－１

エネルギー使⽤量と⼆酸化炭素（CO2）排出量（⽣産原単位）

 
2009
年度

2010
年度

2011
年度

2012
年度

2013
年度

電⼒（kWh/t） 1,521 1,564 1,581 1,581 1,384

燃料（l/t） 236 295 297 291 296

総エネルギー（GJ/t） 24 27 27 27 25

⽤⽔（m³/t） 34 35 37 37 36

CO2（kg-CO2/t） 1,296 1,447 1,460 1,449 1,420

廃棄物の排出量とリサイクル率

 
2009
年度

2010
年度

2011
年度

2012
年度

2013
年度

排出量（t） 3,477 3,444 3,268 3,504 3,724

リサイクル率（%) 99.9 100.0 99.9 99.9 99.9

伊藤ハムウエスト株式会社 九州⼯場
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排⽔⽔質関係測定データ

 規制値 ⾃主基準値
実測値

最⼤値 最⼩値 平均値

pH 5.8〜8.6 6.0〜8.5 7.8 7.4 7.6

BOD（mg/l） 30 25 5.7 0.5 2.5

SS（mg/l） 25 20 13.0 1.2 7.0

⼤気関係測定データ

 ボイラー台数 規制値 ⾃主基準値
実測値

最⼤値 平均値

NOx（ppm） ７基 150 140 24 17

ばいじん（g/Nm³） ７基 0.1 0.006 0.001 0.001

〒899-7402
⿅児島県志布志市有明町
野井倉６９６５

エネルギー使⽤量と⼆酸化炭素（CO2）排出量（⽣産原単位）

 
2009
年度

2010
年度

2011
年度

2012
年度

2013
年度

電⼒（kWh/t） 230 214 209 208 210

燃料（l/t） 20 19 17 17 15

総エネルギー（GJ/t） 3 3 3 3 3

⽤⽔（m³/t） 15 15 14 13 13

CO2（kg-CO2/t） 182 171 161 154 170

廃棄物の排出量とリサイクル率

 
2009
年度

2010
年度

2011
年度

2012
年度

2013
年度

排出量（t） 6,965 6,427 7,426 8,521 5,259

リサイクル率（%) 96.2 92.6 92.4 92.4 89.6

排⽔⽔質関係測定データ

 規制値 ⾃主基準値
実測値

最⼤値 最⼩値 平均値

pH 5.8〜8.6 6.0〜8.0 7.8 7.5 7.7

BOD（mg/l） 30 15 8.2 2.8 4.5

SS（mg/l） 40 15 6.0 2.0 2.9

サンキョーミート株式会社 有明ミート⼯場
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⼤気関係測定データ

 ボイラー台数 規制値 ⾃主基準値
実測値

最⼤値 平均値

SOx（Nm³/h） ５基 1.8 1 0.054 0.033

NOx（ppm） ５基 - - 110 93

ばいじん（g/Nm³） ５基 0.3 0.2 0.004 0.002

〒886-0004
宮崎県⼩林市細野
２５１６

エネルギー使⽤量と⼆酸化炭素（CO2）排出量（⽣産原単位）

 
2009
年度

2010
年度

2011
年度

2012
年度

2013
年度

電⼒（kWh/t） 202 155 130 104 101

燃料（l/t） 10 8 6 6 6

総エネルギー（GJ/t） 2 2 2 1 1

⽤⽔（m³/t） 2 2 1 1 1

CO2（kg-CO2/t） 137 106 88 70 77

廃棄物の排出量とリサイクル率

 
2009
年度

2010
年度

2011
年度

2012
年度

2013
年度

排出量（t） 1,487 1,278 2,347 3,063 3,210

リサイクル率（%) 98.8 99.9 99.9 99.9 99.9

排⽔⽔質関係測定データ

 規制値 ⾃主基準値
実測値

最⼤値 最⼩値 平均値

pH 5.8〜8.6 6.0〜7.8 7.6 7.0 7.4

BOD（mg/l） 160 100 15.0 1.5 3.6

SS（mg/l） 200 50 7.0 2.0 3.3

⼤気関係測定データ

 ボイラー台数 規制値 ⾃主基準値
実測値

最⼤値 平均値

SOx（Nm³/h） 1基 1.1 1 0.260 0.160

NOx（ppm） 1基 180 150 90 79

ばいじん（g/Nm³） 1基 0.3 0.2 0.005 0.005

サンキョーミート株式会社 霧島ミート⼯場
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〒983-0034
宮城県仙台市宮城野区 扇
町７－７－１０

エネルギー使⽤量と⼆酸化炭素（CO2）排出量

 
2009
年度

2010
年度

2011
年度

2012
年度

2013
年度

電⼒（kWh） 485,987 565,388 557,997 572,982 559,906

ガソリン（l） 690 840 1,092 916 687

軽油（l） 59,440 51,326 39,678 39,701 63,596

CO2（kg-CO2） 427,013 450,176 416,150 419,535 504,112

廃棄物の排出量とリサイクル率

 
2009
年度

2010
年度

2011
年度

2012
年度

2013
年度

排出量（t） 2 2 2 4 3

リサイクル率（%) 47 48 41 18 30

アイエイチロジスティクスサービス株式会社仙台センター
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2001年 六甲⼯場がISO14001を認証取得

中期経営計画において環境活動3カ年計画を策定（以降、期間満了ごとに3カ年計画を策定）

グリーン購⼊基本⽅針制定

⽣産⼯場を対象に環境会計を導⼊

⻄宮⼯場で都市ガスによるコージェネシステムが稼働

2002年 九州⼯場、サンキョーミート㈱有明ミート⼯場・霧島ミート⼯場がISO14001を認証取得

コンプライアンス・ハンドブックを従業員に配布

⽇本⾷糧新聞社の「環境資源協⼒賞」を受賞

社会貢献活動理念と活動⽅針を策定

2003年 「社会貢献推進期間」を設定し、全国の事業所で社会貢献活動の取り組みを開始

「クリーンアップin甲⼦園浜」（初めての⾃主企画）を実施

こうべ市⺠演習林の名称が「こうべ森の学校」と決定し、 本格的な森林保護
活動がスタート

2004年 伊藤ハム物流㈱仙台共配センター（(現) アイエイチロジスティクスサービス株式会社仙台セン
ター）、伊藤ハムデイリー㈱東北⼯場が ISO14001認証取得

全国農林⽔産関連企業環境対策協議会より感謝状を受賞

平⽊⼩学校（⻄宮市）において環境学習「出前授業」を初めて実施

2005年 ⾃然保護をテーマにした「“⾷とeco”わくわく探検隊」を初めて実施（春・
秋）

-　78　-



2006年 伊藤ハムデイリー㈱⼩樽⼯場がISO14001を認証取得

社会貢献活動「環境学習都市にしのみやパートナーシッププログラム事業」
(「“⾷とeco”わくわく探検隊」と「クリーンアップin甲⼦園浜」の2つのイベ
ント）に対し⻄宮市⻑より感謝状を受賞

伊藤ハムデイリー㈱北陸⼯場がISO14001を認証取得

｢ハム⼯場を学ぼう｣を初めて実施

2008年 ｢環境委員会 ⾷⾁⽣産部会」を設置

⾷育イベント「スマイルキャラバン」を実施

2009年 ⻄宮⼯場で「太陽光発電設備」が稼働

2010年 ㈱藤栄、沖縄フレッシュパック㈱、IHミートパッカー㈱、IHミートソリューション㈱がISO14001
を認証取得

2011年 伊藤ハムデイリー㈱東北⼯場を拠点としてスマイルキャラバン号
による炊き出し活動を実施

2014年 サンキョーミート(株)有明ミート⼯場が省エネの推進に貢献したとして「九
州経済産業局⻑賞」を受賞
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